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■ 論文要旨 ■ 

 近年，企業間でやりとりするデータ量は，映像技術の向上などを受け増加を続けて

いる．日本を代表する製紙メーカー，王子ホールディングスにおいても，製品パッケ

ージのデータや，工場の報告資料に利用する写真など，大容量のデータをやりとりす

る場面が多くなってきている． 

その王子ホールディングスにあって，グループ全体にビジネス IT インフラを提供

している王子ビジネスセンターでは，以前から大容量ファイルの伝送ツールを導入し，

グループ各社に提供していた．提供にあたり課題となっていたことは，運用コスト削

減と，セキュリティの強化であった．そこで，同社では当社のクラウド版暗号化ファ

イル伝送ツールの導入を決断し，結果として，運用コストを抑えたセキュアなデータ

授受を実現できた． 

 本論文では，なにがクラウド化の決め手だったのか，メリットを述べると共に，グ

ループのシェアードサービス企業としてのありかたの一例についても述べる． 
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１．はじめに 

 １．１ 製紙業界と王子ホールディングス 

 近年，製紙業界を取り巻く環境は大きく変わってきている．円安による原料価格の高騰

のため，製紙大手各社は紙の値上げを表明したが，原料価格の高騰が製品の価格転嫁に追

いつかず，各社とも減収減益になった．近年の製紙業界と外部環境について，当社で PEST

分析を行ったものを図 1に示す． 

 

図１ 製紙業界と外部環境について ～PEST分析～ 

 

また，国内の紙需要は，人口減による市場規模の縮小に加え，インターネットの普及によ

るペーパーレス化も後押しし，紙・板紙の国内出荷量は伸び悩み状態になっている．紙・

板紙の国内出荷量の推移を図 2に示す.  

国内市場が成熟している中，大手製紙各社は海外市場を模索している．業界 2位の日本

製紙グループは豪州のオーストラリアンペーパーを買収．国内での成長戦略がなかなか描

けない中，中国や東南アジアなどをはじめとした，海外成長市場をいかに開拓できるかが

今後のカギとなる． 

そういった中，業界首位の王子ホールディングスでも中国で工場を設立．その他，平成

22年にはマレーシアの GSペーパー＆パッキングを買収．さらに、平成 26年には中国工場

の本格稼働を開始し，ニュージーランドの製紙会社の買収も発表と，アジア領域への進出

に精力的である．王子ホールディングスの海外売上高及び海外売上高比率を図 3に示す. 
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図２ 紙・板紙の国内出荷量の推移 …[１] 
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図３ 王子ホールディングス海外売上高・海外売上高比率 …[２] 

 

 

 １．２ 王子ホールディングスでの王子ビジネスセンターの役割  

日本を代表する製紙メーカー王子製紙は，1970 年代初頭にコンピュータを導入して以来，

王子グループのシステム化に尽力し，2001 年王子ビジネスセンター（以下 OBC という）と

して独立した．OBC は，長年培ってきた業務経験と最新の技術を組み合わせ，従来の業務

効率化だけにとどまらない，人とコンピュータの能力を 100％引き出すことができる，安

全で安定したシステムづくりを目指している． 

OBC では，王子ホールディングスのシェアードサービス企業として，グループ会社向け

にシステムのアウトソーシング，クラウド基盤の提供など，インフラ環境の提供だけでな

く，システム開発などグループ全体の IT サービス全般のビジネス IT サポートを提供して

いる．  

 

 

 １．３ 王子ホールディングス組織体制 

王子ホールディングスは，4つの主要事業部門と，2つの管理・運用部門からなる．王

子ホールディングスの組織体制図を図 4に示す． 
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                    図４ 王子ホールディングス組織体制図 

 

 OBCは，運用・管理部門のシェアードサービス会社群に属する． 

 

 

 １．４ 王子ビジネスセンターと当社の関わり 

 OBC と当社の取引は，2001 年からで，主なサービスは，当社のデータセンターやヘルプ

デスクサービスなどのアウトソーシングサービスの提供である．インフラ環境の運用支援

や業務問合せの代行など，「１．２ 王子ホールディングスでの王子ビジネスセンターの

役割」で述べたシステムのアウトソーシングをはじめ，マルチベンダーとして運用面でサ

ポートしている． 
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また，現在，OBC には当社の SE が 11 名常駐しており，インフラ環境の運用，緊急時の

トラブル対応など，さまざまな業務支援サポートを行っている．  

 

 

２．ファイル伝送ツール導入の背景と課題 

２．１ ファイル伝送ツール導入の背景と現状 

 近年，映像技術の進歩によって写真や映像が高画質となり，大容量データのやりとりを

することが多くなってきている．王子ホールディングスでも，製品パッケージのイメージ

データを送付したり，工場の報告書類に写真を添付したりと，大容量データのやりとりが

ある．製品パッケージのイメージデータは製品のコマーシャルに必要不可欠であり，報告

書類の写真は状況を一目で伝えるために有用である．以前は，USB メモリなどの記憶媒体

を利用することが多かったため，物理的な紛失の恐れがあった．また，運搬時間を要する

などの理由から，ネットワークを利用したファイル伝送ツールの利用が進んでいる． 

OBC でもグループ向けに大容量ファイルの伝送ツールを以前から提供していたが，パッ

ケージシステムで運用していたため，ハードウェアや電子証明書などの調達や更新が必要

であり，手間とコストが掛かっていた．また，デザイン会社などの外部から大容量データ

が無償のファイル伝送ツールで送付されてくることがあり，圧縮ファイルの解凍依頼など

が OBCに来ることもあった． 

 

 

２．２ 現状に対する課題 

 OBCでは，前述の現状から，ファイル伝送ツールについて以下の課題を抱えていた． 

（１） 利用者が増えない． 

⇒ファイル伝送ツールもグループ向けに有償で提供している．しかし，OBC で手間

とコストがかかってしまっていた結果，グループ向けへの提供価格も高価になって

いたため，当初の計画ほど普及が進んでいなかった． 

（２） 外部から無償ツールを利用したデータ送付があると，無駄な工数がかかる． 

⇒王子ホールディングスでは，グループから外部への発信はファイル伝送ツールを

利用していたが，外部からのデータ送付には無償ツールで送付されてくることがあ

った．王子ホールディングスのリスク管理規定では，無償のファイル伝送ツールの

ユーザー利用を禁止しているため，これらのツールでのデータ送付があった場合，

都度，OBC に圧縮ファイルの解凍依頼がくる．さらに，OBC に依頼をする際の手続

きも確定しておらず，依頼方法は依頼者個人ごとに異なっていたため，運用のフロ

ー化が出来ず，OBCでは無駄な工数が掛かっていた． 

（３） パッケージシステムの為，拡張に時間とコストがかかる． 

⇒USB メモリなどの記憶媒体の利用による物理的な紛失などのセキュリティの観点

から，ファイル伝送ツールの利用者を増やしたいという思いがあった．しかし，パ

ッケージシステムをオンプレミスで運用していたため，拡張を行う場合，パッケー

ジソフトの再インストール作業や，ハードウェアの拡張に伴う再構築作業などによ

り，時間とコストが掛かってしまうという懸念があった． 
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３．Confidential Posting導入による課題解決 

 ３．１ 暗号化ファイル伝送ツール「Confidential Posting」の概要  

王子ビジネスセンターの課題を解決するため，当社のクラウドサービスである

「Confidential Posting Cloud（以下 CP という）」を提案した．CP はインターネット経

由で大容量のデータを安全かつ簡単に送付出来る．CP の一般的な利用イメージを図 5 に示

す． 

 

図５ Confidential Posting利用イメージ図 

 

CP の特長として，当社が取得している特許技術を利用した以下の機能が利用可能である． 

（１） メールアドレスによる宛先指定が可能． 

（２） 送付するファイル自体に暗号化を実施． 

（３） 受信者側が送付ファイルをダウンロードした後も，復元するまでは送付の取り消

しが可能． 

（４）返信機能により，受信者側から送信者側へもセキュアなデータ送付が可能． 

 

 

 ３．２ Confidential Posting 導入による課題解決 

CP を導入することで，OBC の課題を解決することが出来た．CP はクラウドサービスのた

め，毎月の利用料を支払うだけでサービスを利用でき，ハードウェアや電子証明書などの

調達や更新が不要にり，結果として，王子グループ向けのサービス提供価格の低減に成功

した．更に，クラウドサービスのため，拡張の際も OBC は当社に利用ユーザー数の増減手

続きを行うだけですみ，今まで懸念されていた拡張時の時間とコストの心配がなくなった． 

クラウドサービスはセキュリティが不安という声もあるが，CP は OBC がインフラをアウ

トソーシングしている当社のデータセンタで運用をしているため，セキュリティ面での安

心感もあった． 
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また，CP には当社の特許技術を利用した返信機能があり，外部発信の際も一度 CP で送

付しておけば，受信者側に IDを払い出すことなく返信機能でデータの送付が可能なため，

セキュアに大容量データのやりとりが可能になる．この運用を行うことで，OBC で圧縮フ

ァイルの解凍などを行う手間が省け，データの送付も無償のファイル伝送ツールよりセキ

ュアに行うことが出来た． 

 

 

３．３ Confidential Posting 導入の効果 

 CP の導入効果について OBC 担当者にインタビューを行った結果,以下のような効果を聞

くことが出来た. 

（１） 利用者数の増加 

 CP導入から 9ヶ月で 130%利用者が増加した. 

（２） グループ向け提供価格の削減 

 クラウド化による運用工数の削減,ランニングコストの削減により,グループ向けの提供

価格を 2分の 1に削減出来た. 

（３） 運用作業工数の削減 

 クラウド化により,更新時のハードウェア構成検討及びハードウェアの調達作業が不要に

なった.また,パッケージサポートや電子証明書の更新作業など,毎年調達が必要になるライ

センスの更新も,クラウドを利用することで不要なり,運用工数が 10分の 1に削減出来た. 

（４） 拡張性、拡張時の作業工数の削減 

 旧ファイル伝送ツールでは,拡張を考える際に,ハードウェアの再構築,ソフトウェアの再

インストール作業などが懸念されていた.クラウド化することで,OBC は当社に利用者増減

の連絡をするだけで,柔軟な拡張が可能になった. 

（５） 安全性の向上 

 旧ファイル伝送ツールのサーバは,当社のデータセンターで運用をしていたため,同じデ

ータセンターで運用される CP を導入しても,セキュリティレベルに不安は無かった.ま

た,CP の特許技術である送付するファイル自体への暗号化により,いままでより更にセキュ

アな送受信が可能になった. 

（６） 利便性の向上 

 CP の導入により,いままで出来なかったドラッグ&ドロップでの添付,ファイルごとの送

信が出来るようになり,ユーザーの利便性が大幅に向上した.また,最大送信可能容量につい

ても,旧ファイル伝送ツールが 1 件当たり 200MB だったのと比較し,CP は 10 倍の 1 件当た

り 2GBのデータを送信出来るようになった. 

王子ホールディングスにおける，CP導入の効果を表 1に示す． 
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表１ Confidential Posting導入による効果 

 

 

４．王子ホールディングスでの Confidential Postingの利用方法 

「１．２ 王子ホールディングスでの王子ビジネスセンターの役割」でも述べたとおり，

OBC はシェアードサービス企業として，グループにビジネス IT インフラを提供している．

OBCでは CPについてもグループ内にサービスとして提供しており，ID数毎に課金を行う方

式で提供をしている．利用を希望するグループ会社は OBC に申込みを行い，OBC から ID を

払い出す．CP を利用するグループ会社は，都度当社と契約をする必要もなく，OBC に申し

込むだけで CPを利用することが出来，費用も必要な ID数だけで済む． 

王子ホールディングスでは従来のファイル伝送ツールの利用方法であった，製品イメー

ジや工場の報告資料用の写真だけでなく，グループ向けに王子ホールディングス CEO から

の年頭講話動画を送付するなど新たな目的などにも利用され始めている．また，CP は英語

にも対応しているため，海外に進出している王子グループの，英語圏の従業員でも利用が

可能である．王子グループでの CP利用イメージを図 6に示す． 
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図６ 王子グループでの Confidential Posting利用イメージ図 

 

 

５．今後の王子ビジネスセンターの課題と展開 

 OBC で長年課題となっていることは，グループにおける，IT ガバナンスの強化である．

他の SI 企業でも課題になるところではあるが，まずは，セキュリティ対策から IT ガバナ

ンスの強化を進めている．例として，以下に OBC で推進しているセキュリティ対策の施策

を述べる． 

（１）個人用 USBデバイスの利用規制 

 王子ホールディングスのリスク管理規定では，社用 USB デバイスに限定し利用を許可し

ているが，個人用 USB デバイスの不正利用が後を絶たず関連するセキュリティ事故も発生

していることから，デバイスの利用を IT 技術で強制的に制限する方向に舵を切った．OBC

では，本社地区と主要 2 工場（苫小牧工場、春日井工場）で先行して IT ガバナンス強化を

支援するクラウドサービス「IT Policy N@vi（以下 ITPNという）」による USBの制御を開

始した．ITPN は，USB メモリの他，デジタルカメラやスマートフォン，タブレットなどの

USB デバイスの検知も可能である．当社では，BPO サービスにより ITPN とポリシー配布の

支援，また，不正利用を検知し，OBCへ報告を行っている． 

（２）メール誤送信対策 

 近年の情報漏洩の原因として，メールの誤送信が大きな割合を占める．OBC では，グル

ープ向けにメール誤送信防止ツール「SHieldMailChecker 誤送信防止（以下 SHMC とい

う）」の展開を検討している．SHMC は特別な操作を必要とせず，普段通りメールの送付を

行うと自動で起動する．添付資料の確認や，送信先のエラーの有無などがポップアップす

ることで送信ユーザに注意喚起を促し，添付間違いや宛先間違いなどを防ぐことが出来る．

当社ではその導入をサポートし，王子グループ向けに製品紹介やデモを実施することで，

グループへの SHMC展開を支援している． 

前述のようなセキュリティ対策をスモールスタートし，徐々に全社展開していくことで，

確実に王子グループ内の ITガバナンスを強化してきている． 

 また，王子ホールディングスは海外進出にも積極的であり，中国や東南アジアを筆頭に，

オセアニア，北南米，ヨーロッパにも拠点を持つため，今後は海外も見据えた ITガバナン

スの強化も必要不可欠となる．OBC では，海外のデータセンターの検討を実施し，グロー
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バルに利用できるクラウドサービスの検討など，海外への ITガバナンス強化の施策も検討

し始めている．当社もアウトソーシングだけでなく，クラウドサービス，セキュリティサ

ービスなど，あらゆるサービスで OBCを支援していく． 

 

 

６．おわりに  

クラウド化を検討している企業は，価格や機能だけでなく，手間や拡張性などの，総合

的なコストにも視野を広げることで，更にクラウド化にメリットを見い出せるのではない

だろうか．今回の OBC の事例は，クラウド化することでセキュリティも確保しつつ，コス

トの削減に成功した事例である． 

また，OBC の事例は，ホールディングスのグループ企業における，シェアードサービス

企業としての 1つのありかたの良い例となるのではないか． 

今回の事例が，これらの企業にとって参考になれば幸いである． 
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